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減数分裂は配偶子を作るための重要な細胞分裂様式である。減数分裂期に、パートナーを

持つ染色体は相同対合を行い、残りの非対合染色体はサイレンシングを受けてヘテロクロマ

チン化される。減数分裂期の対合は、テロメアやペアリングセンター配列から始まります。

その後、他の殆どの染色体領域がシナプトネマ複合体  (SC) を介して本格的に対合される。

一部の生物では、SC 形成を伴う染色体対合は二重鎖 DNA 切断と組換え反応によって促進

されていると考えられてきた。しかしながら、線虫やハエにおいては、二重鎖  DNA 切断は

減数分裂期の対合に必須では無く、染色体の相同性を認識する未知の機構の存在が推測され

ていた。

我々は、C. elegans の RNAi 変異体を解析する過程で、Argonaute 遺伝子である csr-

1 とそのパラログの二重変異体において、減数分裂期染色体が不正確なホモロジーで対合す

ることに気づいた。csr-1 とパラログの活性は、非対合染色体の効率的な凝集にも必要で

あった。CSR-1 は小分子 RNA と相互作用し標的 RNA を切断する活性を持つ。核内の 

CSR-1 および SC の側部因子を構成する減数分裂期コヒーシンは、CeRep55 ミニサテラ

イト等の lncRNA や小分子 RNA を発現する非単純リピートに多く検出され、アンチセンス

転写産物やセンス方向の小分子 RNA を発現する例外的なコーディング遺伝子領域にも検出

された。X 染色体における主要な CeRep55 クラスターの欠失変異は、オスの非対合 X 染

色体の凝集効率を低下させ、活性低下型の csr-1 変異体の雌雄同体における染色体対合の異

常を増強した。減数分裂期染色体の相同性認識機構として、小分子  RNA システムが染色体

結合 lncRNA を染色体間で認識して正確な相同対合を促進するというジッパーモデルを、

我々は考えている。
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減数分裂期染色体の正確な相同対合を促進する
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